
(別紙２－３） 事業所名      グループホーム｢さくらはうす｣

目標達成計画 作成日：　平成　２２年　　３月　９日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1
35

（13）

災害を想定した訓練は行っているが、夜間の避
難訓練をまだ行えていない。　また、災害時の
備蓄が不十分である（防寒・食料品等）。

夜間想定の避難訓練を今年度中に行いた
い。　また、災害時の備蓄に関しては早急に
行いたい。

来年度（4月以降）に夜間想定の避難訓練を実施し
たい。またその様子や問題点など把握し、運営推進
会議の議題にあげて、入居者ご家族の意見などを
聴き、さらなる防災意識・命の大切さにつなげたい。
また防寒・食料品の備蓄に関しては早急に実施した
い。

４ヶ月

2
６

（５）

身体拘束のないケアを目指し取り組んでいる
が、職員全員が｢禁止の対象となる具体的な行
為｣について理解するに至っていない。

職員１人１人が自然な形で身体拘束に対す
る理解を深めていきたい。

県が開催する様な大きな大会や研修ではなく、
職員１人１人が意見や疑問が出せる様なコン
パクトな研修（勉強会）を実施し、具体的に理解
できる様にしたい。

６ヶ月

3
10
(６）

玄関に相談箱を設置したり、面会時に意見や
要望を聞く対応を行っているが、意見の徴収、
反映が不十分である。

家族アンケートを実施し、意見や要望の把
握に努め、運営に反映していきたい。

家族アンケートを実施し意見や要望を把握し、
スタッフ会議などで話し合い運営や活動に反映
していきたい。 １０ヶ月

4
5

（４）

疑問点などがある場合は市の担当者を訪問し
相談しているが、市との連携は不十分である。

市町村との連携の充実を目指す。 家族アンケートの項目に介護保険や介護に対
する不安や疑問などがないかを問い、それに
対しての懇談会や勉強会を企画し、その場に
市町村の方に来ていただき、行政からの話を
聞く機会を作りたい。

１２ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


